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　2026年３月期第２四半期（中間期）個別業績につきまして、前第２四半期（中間期）実績値との差異が生じましたので、

下記の通りお知らせいたします。

　また、最近の業績動向を踏まえ、2026年３月期個別通期業績見込み値と前期実績値との差異が生じましたので、下記の通

りお知らせいたします。

　2026年３月期 第２四半期（中間期）個別業績と前第２四半期（中間期）実績値との差異（2025年４月1日～2025年９月30日)

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益
1 株 当 た り
中 間 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前第２四半期（中間期）実績値 （　Ａ　） 47,638 1,802 1,628 1,182 30.39

当第２四半期（中間期）実績値 （　Ｂ　） 39,516 196 682 531 17.77

増 減 額（　Ｂ－Ａ　） △ 8,122 △ 1,606 △ 946 △ 651 ―

増 減 率 （　％　) △17.0 △89.1 △58.1 △55.1 ―

　2026年３月期 通期個別業績見込み値と前期実績値との差異（2025年４月1日～2026年３月31日)

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益
1 株 当 た り
当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 期 実 績 値 （　Ａ　） 91,826 4,645 5,783 2,906 74.69

当 期 見 込 み 値 （　Ｂ　） 79,300 2,550 3,050 2,220 74.33

増 減 額（　Ｂ－Ａ　） △ 12,526 △ 2,095 △ 2,733 △ 686 ―

増 減 率 （　％　) △13.6 △45.1 △47.3 △23.6 ―

差異の理由
　資機材価格高騰や人手不足の影響により当社の主要需要先である建設需要の回復が想定以上に遅れていることから、
前期の出荷量を下回ったこと及び製品市況が悪化したことにより第２四半期（中間期）個別業績は前第２四半期（中間
期）実績と比較して悪化いたしました。
　また建設向け需要の大幅な回復は望めないと思われることから、通期の業績は前期を下回る収益を見込んでおります。

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　　　　　　以上

2026年3月期第２四半期（中間期）個別業績と前第２四半期（中間期）実績値との差異及び
2026年３月期個別通期業績見込み値と前期実績値との差異に関するお知らせ
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